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ダーウィンは進化の過程を「力が強い者が生き残るのではない。環境に
適応した者が生き残るのだ」と記しました。

国際協会 100 周年記念祝賀会で登壇したアレックス・ホーの提起に会場
にいた皆さんは大きな衝撃を受けました。彼は「人々の生活や働き方、生
き方は従来とは全く違う大きな変革期を迎えている」というのです。社会
は今、大きな変化の波に洗われています。

いくらワイズのことを分かっているつもりでも、社会の変化に対応できな
ければワイズが活躍できる舞台から滑り落ちてしまうでしょう。

常にリーダーには周りの変化を受け止め考える適応力とそれを獲得する
努力が必要とされます。

私はリーダーから一番遠いところにいる人間です。その私が LT 委員長
という役割を担っているところに皆さんの不幸があります。

今までの東日本区の研修会は定期イベントであり、偉い人の話を聞いて
分かったつもりになってきた反省が必要なのかもしれません。

誰かから答えをもらっても力にはなりません。その答えはあなたやあたな
のクラブにはあわないかもしれないのです。ましてや我々は変革の時に身
を置いています。

そのために、自分が何を求めているか、現状に対する不満は実際何な
のか。小グループによる討論を導入し一人ひとりの気づきを導こうとしてい
ます。

そこには「こうであらねばならない」というシナリオはありません。結論
を求めているわけでもありません。そこに必要なのは格好の良さや虚勢で
はなく素直さだけです。

気づきから自分のビジョンを自らが造り上げていく。そこにこそ、あなた
自身のリーダーシップのスタートがあると思うのです。

テクニックを教え与えようとは思いません。
日々の成長のきっかけを皆さんに贈ることができればと願い、我々は努

力しているのです。

LT
東日本区LT委員長　山下　真（十勝クラブ）
ハンドブックを見ると「LT= 会員のリーダーシップの開

発、向上を目的に行う研修またはこれを推進する事業」 
となっています。

じゃあリーダーシップとは何でしょうか？
①リーダーシップとは、組織やチームを牽引し、目標やビジョンを達成する
ために必要な指導力や影響力を持ち、それを活かして他者を動かし導く能
力のことです。
②リーダーシップには、指示命令的なものから共感的なものまでさまざまな
スタイルがあり、リーダー自身の個性や状況に応じて適切に使い分けること
が必要です。
③また、リーダーシップには常に学び続ける姿勢や自己成長が求められま
す。

私なりに①から③まで解説を加えたいと思います。
①「指導力」と「影響力」
この両者はリーダーシップの両輪です。
指導力は決して自分の考え方を押しつけることではありません。
メンバー一人ひとりが自分の得意なところを活かしてもらって、クラブ全

体として大きな力を発揮できることまで導くことです。
②リーダーが持つべき共感させる力
ワイズメンズクラブが会社や軍隊なら指示命令型でもいいのだと思いま

す。
その世界では白いものもあなたが黒と言ったら黒です。
しかし、ワイズメンズクラブはそれが持つ魅力 〇 YMCAや子供たち、

ユースや周りの社会に対する奉仕の喜び〇魅力的な世界中の仲間との交流
の喜び 〇自らの成長の喜び という魅力に惹きつけられた人々が感性で繋
がっている組織です。

ひとりひとりの感性を刺激し続けるためにリーダー自身の感性に磨きを掛
けることが必要です。

リーダーは人々に共感できるビジョンを与え、一人ひとりに主体的な行動
を自発的に引き出す人物像だと考えています。
③リーダー求められる自己成長力

今月の強調テーマ
＜ LT、ユース＞

4月会員数 4月出席者 4月出席率 アクティブファンド ニコニコボックス クラブ役員

23名 メンバー	 13 名 62％（13/21） 3月まで 1301791 3月まで 87000 会長 大原真之介
メネット	 0 4月分 6000 4月例会分	 6000 副会長 小松重雄

内広義会員2名 コメット	 0 4月その他 0 会計 高橋由起江

休会 0名 ゲスト 残高 1307791 累計 93000 書記 相川達男
ビジター	 直前会長 島田徹

連絡主事 小松康広
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今月の聖句

『何事も利己心や虚栄心からするのではなく、
へりくだって、互いに相手を自分よりも優れた者と考え、めいめ
い自分のことだけでなく、他人のことに注意を払いなさい。』� フィリ
ピの信徒への手紙　２章３～４節　

 主題「輝かそう、あなたの光を」　スローガン「良いコミュニケーションは、全
ての協力関係の基礎である」 国際会長 ウルリック・ラウリドセン（デンマーク） 

「新しい時代とともに、エレガントに変化を」 アジア太平洋地域会長 シェン・チ・ミン（台湾） 

「未来に向けて今すぐ行動しよう」  東日本区理事 佐藤重良（甲府 21） 

「新規技術（テクノロジー）を縦横に 駆使し、効率を重んじる。すべては、プレ
ミアムな価値と体験を産むために」「成せば、成る」 “No challenge, No fruit”
 関東東部部長 工藤大丈（東京ベイサイド）

2022〜 2023年度
東京江東ワイズメンズクラブブリテン

You"ll never walk alone
〜仲間とともに

東京江東クラブ会長 大原真之介
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2023年 5月本例会
とき　　2023 年 5 月 18 日（木）　19：00 ～
ところ　江東ＹＭＣＡ 301 教室　　

本例会
開会点鐘 会長　大原真之介君

プログラム
ワイズソング 全員
ワイズの信条 本間剛君
会長挨拶 会長　大原真之介君
食前の祈り 小松康広君
食事

ディスカッション
話題　２月例会（江東ワイズサミット）振り返りと考察
 進行　大原真之介君

ハッピーバースデイ・結婚記念日
各種報告
閉会点鐘 会長　大原真之介君

ハッピーバースデイ　該当なし
結婚記念日　　　　　該当なし

2023 年 4月　役員会（兼本例会）議事録

2023 年 4月 27 日（木）
YMCA江東センター　
ZOOMハイブリッド
19：00~
議題
① 5月 13 日　江東親睦会に関して
	 ワイズの担当　　
	 ヤキトリ　3本× 200 セット　　　焼方 3名　売り子 1名
	 	ワイズバー　寺尾さんに協力依頼　	売り子		志願ママ申し出

有
	 	フライドポテト→フライヤー存在は確認　1階外倉庫奥　5

月第 1例会で試運転
②	カンボジア支援　大房氏の活動に対してのクラウドファンディ
ングへの参加の件

	 	江東ワイズとして 1万円で参加。支援対象をどの企画にする
のが良いか大原会長より宇田川さんに確認してもらう。

③甲府東日本区大会（6月 3日・4日）の件
	 	4 月 27 日現在　　当クラブ参加申し込み者　確定　7名
	 	滝沢メンが区大会で十勝山下さんのお手伝いをするのか要確

認。
④関東東部次期クラブ役員研修会（5月 20日）の件
	 小松副会長、書記相川が出席予定
⑤その他
	 	5 月の予定　　第 1例会　5/11　　親睦会準備　GWの為第

2木曜日開催
	 本例会　　5/18　　ワイズサミット考察
	 役員会　　5/25　　
	 	次次次期（2025~2026）関東東部部長、江東から出してほ

しい旨依頼有。
	 次期クラブ会長含め要協議。→会計など若手を登用すべき。
（出席者：大原、藤井、安齋、小松 S、島田、酒向、本間、小松 Y、
寺尾（Z）、滝沢（Z）、相川）

2023 年 4月　第 1例会議事録

2023 年 4月 6日（木）
YMCA江東センター　
ZOOMハイブリッド
19：00~
議題
① 15日　マレット例会　　確認
	 	4 月 15 日（土）　14 時〜 19 時　辰巳の森海浜公園&大興

飯店
	 	詳細は山崎メン発信のメールを確認。参加者の集計を書記が

急ぎ行う。
② 5月 13日　江東親睦会に関して
	 	4 月 7 日に江東センターコミュニティー委員会で詳細審議の

予定。
	 ワイズの分担など後日の指示を待つ
③ 5月スケジュール確認
	 第一週GWの為、第 1例会を第 2木曜日に行う。
	 	本例会は江東ワイズサミットの振り返り、考察を行う。大原、

滝沢担当
④その他
	 甲府東日本区大会の参加予定者を事前チェック（書記相川）
（参加者：小松 S、鈴木、駿河、小松 Y、滝沢、相川）
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今年もワイズカップサッカー大会がありました。午前中に
幼児の大会、午後には小学1年の大会が行われました。私は、
幼児サッカーのイーグルの担当をしており、午前の部に参加
しました。各チーム子どもたちは一生懸命に試合で戦ってい
て、頑張ってる姿にチームの仲間や家族の皆さんでたくさん
応援しました。YMCAのチームは負けてしまった試合もあ
りましたが、チームのみんなで力を合わせ勝った試合もあり
子どもたちもとても喜んでいました。
今回の大会はフェアプレー、前向きなコーチング、声掛け
に焦点をあてた、リスペクト賞という賞がありました。チー
ムからはサッカーの技術以外のところも含めて、仲間を大切
に思う気持ちをなど持ててた子を選びました。
閉会式では久しぶりに抽選会をおこない、私は抽選券を引
かせていただきました。参加したこどもたちがどきどきわく
わくする姿がとてもほほえましかったです。
当日、大原会長はじめ、酒向さんも会場に駆けつけてくだ
さいました。ワイズカップはやっぱり「豚汁だよねー」とい
う声も多くあったようで、またワイズのみんなで作る豚汁あ
りのワイズカップができたらなぁと思いました。

（高橋由起江）

コロナの終息宣言前にもかかわらず 90名近い参加して
頂き、表彰式もパ－ティも開かず、寂しい 32回目のチャリ
ティーコンペでしたが、天候にも恵まれ無事に開催すること
が出来ました。特にYMCAの実行委員でお手伝いして頂き
ました方々には、ゴルフもキャディーもせず参加される皆様
に楽しんで頂くために、かなりご苦労されたことに感謝いた
します。来年は派手にいきましょう！� （鈴木雅博）

ワイズカップ
新たな「リスペクト賞」に輝く笑顔

チャリティーコンペ
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GWの合間はの出勤日は電話もメールもほとんどなく溜まっていた仕事が片付いた。早退してリーダーOBが女将の居酒屋に。。。充実したGWの
合間になりました。YS
最近家の中の物が次々と故障していく。エアコン、洗濯機、ガスレンジ、その他諸々。「次はパパかもね…」誰だ！そんなこと言うのは !?　TA

今後の予定	 2023年 5月～6月

5月11日（木）第1例会	 江東センター		 19：00～
5月 13日（土）江東親睦会	 江東センター		 16：00～
5月 18日（木）本例会	 江東センター		 19：00～
5月 25日（木）役員会	 江東センター		 19：00～
6月 1日（木）	第 1例会	 江東センター		 19：00～
6月 3日（土）4日（日）東日本区大会　甲府
6月15日（木）本例会	 江東センター	 19：00～
6月 22日（木）役員会	 江東センター		 19：00～
日程未定	 納会	 会場・時間未定

江東コミュニティーセンター＆幼稚園
江東ＹＭＣＡの報告

▼江東ＹＭＣＡ幼稚園
　2023年度の幼稚園も穏やかにスタートしました。今年度は、「つ
くしぐみ（2歳児）」も園舎の教室で行うことになり、園庭では2
歳児さんから年長さんまで、にぎやかな声が聞こえています。
・	お弁当給食：希望制でお弁当型の給食を、今年度より開始しま
した、保護者のご都合に合わせて希望日に注文することができ
ます。ご家庭の愛情たっぷりなお弁当はもちろんですが、幼稚
園のことをよく理解してくれているお弁当屋さん、子どもたちは、
とても美味しくいただいています！
・	避難訓練：今年度初めての避難訓練。年長・年中さんは、先
生の話を聞き、素早く行動できていました。年少組さんは、初
めての体験、怖さ＆ビックリで不安な表情を浮かべていました、
これからよい経験を積み重ねていきたいと思います。

・	虹の会の総会：今年度も書面決議で実施されました。各クラス
から役員が選出、承認されました。虹の会、新体制がスタート
しました。
	・	こいのぼり作成：年少さんは、クレヨンで、年中さんは、自分
たちで染めた色とりどりの和紙を張り付けたり、野菜スタンプで
模様をつけ楽しみました。年長さんは、みんなで力を合わせ、
大きなこいのぼりを作成しました。身体全部を使って色を付け
ました。（ボディーペイント）これからも子どもたちが元気いっぱ
いに過ごせますように！

▼江東コミュニティー活動

・	各クラス（体操、サッカー、バレエ、ピアノ、リトミック、定例
野外活動、英会話）順調にスタートしました。様 な々活動を通
して子どもたち、一人ひとりの豊かな成長を願います。

・	東京YMCA社会体育保育専門学校から5名の学生の実習（ダ
ンボ・サッカークラスにて）がスタートしました。「明日の指導者
は今日つくられる」とYMCAの大切な標語！実際に現場での経
験を積み重ね良き指導者に育ってくれることを願います。

江東センター＆幼稚園の予定
▼親子遠足（年少）：5月18日（木）

▼親子遠足（年中）：5月23日（火）
▼こぐま広場　　	：6月3日（土）
▼2024年入園説明会：6月3日（土）
▼江東コミュニティー活動委員会：6月6日（火）
　　（親睦会評価会）
▼プール設置：　			6月10日（土）

オール東京の報告・今後の予定

1．	日本ＹＭＣＡユースボランティア認証」に東京ＹＭＣＡから29人
が認証され、認証カード、ボランティア手帳等が贈られた。

2．	御殿山トラストタワー内に「東京ＹＭＣＡウエルネスガーデン品
川御殿山」が新規オープン。4月からは幼児から高校生を対
象とした水泳クラスが本格的に始動した。

3．	4月13日「第 32回チャリティーゴルフ大会」が開催され、
24グループ、87名が参加。益金約400,000円は、障がい
児プログラム支援、フレンドシップファンド、不登校の子ども
支援、国際協力募金に。チャリティーゴルフ実行委員会が準
備と運営を担い、多くの企業や個人から協賛をいただいた。

4．	4月15日、東日本地区ＹＭＣＡ役員会主催「特別公開講演会」
が東京ＹＭＣＡ主管でオンラインで開催され、全国18のＹＭＣ
Ａから102人が参加した。寺島実郎氏（一般財団法人日本
総合研究所会長・多摩大学学長）より「世界の構造変化と
日本の針路－21世紀日本人の心の基軸」と題して講演をい
ただいた後、グループディスカッションで感想が共有された。


